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十
二
月
二
日
（
土
）
、
野
殿
区
と
野
殿
支
部
（
杉
谷
支
部
長
）

の
合
同
で
三
年
ぶ
り
に
、
区
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
参
加
者
：
三
十
八
名
）
村
の
総
合
防
災
訓
練
と
併
せ
て
、「
避

難
所
集
合
訓
練
」
も
実
施
し
、
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
聞
こ
え
具

合
や
避
難
所
と
な
る
公
民
館
ま
で
の
避
難
に
要
し
た
時
間
も

確
認
し
ま
し
た
。
近
年
、
野
殿
区
に
移
住
さ
れ
た
方
も
参
加
さ

れ
、
「
移
住
を
決
め
た
理
由
」
や
「
住
み
ご
こ
ち
」
な
ど
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
九
十
歳
代
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
の
方
が
参
加
さ
れ
、
賑
や
か
な
楽
し
い
時
間
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

各
地
域
で
、
数
年
ぶ
り
の
交
流
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

直
接
、
顔
を
合
わ
せ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
は
、
ど
ん
ど
ん
話

が
広
が
っ
て
い
き
、
楽
し
い
で
す
ね
♪
地
域
の
人
に
会
え
る

場
所
へ
行
き
た
い
と
思
え
る
こ
と
も
、
介
護
予
防
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

松
尾
芭
蕉 

空き巣に注意！就寝時・在宅時も玄関・勝手口や窓はしっかり施錠しましょう。 
不審者を見かけたら 110 番（0774-72-0110）木津警察署まで通報を！ 

新
年
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
我
が
家
に
は
お
節
料
理

な
ど
な
い
が
昨
年
の
米
五
升
が
あ
る
。
侘
び
住
ま
い

で
は
あ
る
が
五
升
あ
れ
ば
十
分
食
っ
て
い
け
る
。 

あ
り
が
た
や
、
あ
り
が
た
や
。 

は
る
立
つ
や 
新
年
ふ
る
き 

米
五
升 
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参加費は不要ですが、 

お米を一合持って参加申込みをします 

昨
年
は
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
支
え
あ
い
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



   
 

         
 

                

＜今月の脳トレ＞門松を飾るのは何のため？ 

1. 家の前を華やかにするため  2. 年神様を家に招き入れる目印  3. 裕福な家庭の象徴 

・
人
権
・
行
政
・
困
り
ご
と
相
談 

一
月
二
十
二
日
（
月
）
午
前
九
時
三
十
分
～ 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル 

研
修
室 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

一
月
十
九
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

社
協
相
談
員
が
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す 

・
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
（
山
城
南
地
区
社
協
主
催
） 

一
月
十
九
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

木
津
川
市
木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
申
込
み
】
木
津
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
〇
七
七
四-

七
一-

九
五
五
九 

<

申
し
込
み
受
付> 

一
月
四
日
（
木
）
～ 

答え：2.年神様を家に招き入れる目印 年神様が迷うことのないように目印として「門松」を玄関前に飾ります。松は古く
から神が宿る木と考えられています。その後まっすぐに伸びる竹を縁起物として組
み合わせ、現在の門松ができたと言われています。 

今
年
度
よ
り
「
あ
っ
た
か
京
都
・
寄
り
添
い
ワ
ー
カ
ー
」
が
社
会
福
祉
協

議
会
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
月
～
金
曜
日
の
午
前
八
時
三

十
分
～
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
物
価

高
騰
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
せ

ん
か
。
仕
事
や
お
金
、
心
や
体
の
不
安
等
、
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

ゆ
っ
く
り
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 
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12 月 3 日（日）南山城村農業者トレーニングセ

ンターで、田山支部（福田支部長）主催の「ちょ

っといっぷくおしゃべりサロン」が開催されまし

た。（参加者：18 名） 

午前中は、「なかなか入らへんねんけど」と参加

者同士で話しながら、わなげを楽しまれました。

午後からは、にじいろ会による二胡とオカリナの

演奏、南京玉すだれ等の演芸を楽しまれ、楽しい

ひと時を過ごされました。 

みなさんと一緒に食べる 

昼食は、より一層美味しいです♪ 

12 月 17 日（日）南大河原会館で、南大

河原支部（森本支部長）主催の「ふれあい

交流会」が開催されました。（参加者：３

１名）木津警察署より、「高齢者の歩行中

の交通事故が増加しているので、反射材を

身につけて歩くようにしてほしい」との交

通安全に関するお話や、木津警察署管内で

特殊詐欺が発生しているので、「だれかに

相談するように」との注意喚起がありまし

た。その後、昼食やビンゴゲームを楽しま

れました。 

 

地域の駐在所さんも一緒に来ていただきました 


